
第 1 学年 宿泊研修へ 

     ～ ネイパル深川 

4 月に校長採用で着任しました後藤と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。保護者の皆さま及び

地域の皆さまにおかれましては、日頃から本校の教育

活動にご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げます。 

さて、天塩高校は本年度 22 名の入学生を迎え入れ、

全校生徒 104 名と教職員 21 名で新たな歴史を刻ん

でまいります。新型コロナウイルス感染症拡大は、依

然として予断を許さない状況ではありますが、昨年中

止となった高野連春季大会および高体連支部大会を先

月、無事終えることができました。ひとえに皆さまの

ご理解とご協力そして、生徒一人ひとりの意識の高さ

と行動の成果であると考えております。 

ところで、水泳の池江璃花子選手が4月の日本選手

権で東京五輪代表内定をつかみ取ったレース後のイン

タビューで涙ながらに「努力は必ず報われる」とこぼ

した言葉は強烈な印象を与えました。また、ゴルフの

松山英樹選手が、マスターズ・トーナメントで悲願の

初優勝を果たした際、日本の子どもたちに向けた「や

っと日本人でもできることが分かったと思う。ぼくも

まだまだ頑張るのでメジャーを目指して頑張ってもら

いたい」というコメントは、若者の未来へ勇気を与え

てくれる力強いエールでした。世界と戦うアスリート

たちには、どんなに厳しい局面をも乗り越えることが

できる強靭な精神力が求められています。選手を支え

ているのは決してあきらめない前向きな気持ち、すな

わち希望を持ち続けているのだと改めて感じました。 

生徒たちにも希望をもち、学校生活を通して自分と

向き合いながら、将来に向けた努力を積み重ねて欲し

いと期待しています。 

留萌・上川・宗谷３つの管内にまたがる地域の学校

「天塩高校」として、生徒、教職員が一丸となり、充

実した教育活動を展開してまいります。今年度も皆さ

まのご支援とご協力を引き続き賜りますよう、よろし

くお願いいたします。 

４月９日吉日に対面式・オリエンテーションが無事

に執り行われました。緊張の面持ちで入場していた新

入生の表情が印象的です。入場に続いて学校長や生徒

会長の心温まる挨拶、生徒会ガイダンスと矢継ぎ早に

続き、そして最後は２・３年生による部活動紹介があ

りました。新入生は目を見開いて食い入るように先輩

方の部活動紹介を見ていました。最後には、緊張気味

だった新入生の皆さんの心もほぐれ、新生活に胸をは

ずませている様子が活き活きと感じられました。 

 

 

 

 

 4 月 14 日(水)～16 日(金)にネイパル深川にて 1

学年が宿泊研修を実施しました。入学してすぐの宿泊

研修となり、行きのバスでは慣れていないせいか緊張

した雰囲気でしたが、研修では高校生活を送るにあた

ってのオリエンテーションや一緒になって楽しむレク

等を行い、各研修を通して、お互いを知り、クラスの

仲を深めることが出来ました。最終日の施設見学や昼

食時間では集団としてのルールを守り、周りをみて行

動することができ、一段と成長した様子でした。生徒

からは、「3 日間で得たものを今後の学校生活に生か

したい」との感想も挙がり、今後の学校生活を充実し

たものにしてくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 1 日(火)、全道大会出場の権利を得た部活動の

代表が校長室にて、それぞれの大会への抱負を伝えま

した。 

弓道個人戦へ出場する齊藤亜衣奈さん(支部 1 位) 

「コロナ禍の中で大会が行われることに感謝し、今

自分にできることに精一杯努め、少しでもよい成績が

とれるよう、日々の練習をがんばっていきたいと思い

ます。そしていつも支えてくれた親、先生、仲間たち

への感謝を忘れず弓を引いていきたいです。」 

           朔  風 
北海道天塩高等学校 

学校だより  第１号 

令和３年６月４日発行 

「努力は必ず報われる」 

天塩高等学校長 後藤 禎和 

弓道部・男女バレーボール部

が全道へ出場 

対面式・オリエンテーションが行

われました。 



 着任者紹介 

 総合的な探究の時間 

男子バレーボール部 副主将 佐藤龍翔さん 

「僕たちは全道で 1 勝という目標を掲げ、日々練習に

励んできました。練習の成果を発揮し、悔いのない試

合をします。」 

女子バレーボール部 主将 梶浦未奈美さん 

「今のメンバーでの最後の大会となるので、今まで積

み重ねてきたことを存分に発揮し、全力で楽しむこと

を忘れず勝ち進みます！」 

 

 

 

 

 

 

 

天塩町から Apple 社製タブレットＰＣ「iPad」が全

校生徒に貸与 

・iPad の利点 

その１：小中学校でのメーカー

別シェアでは、Apple 社がトッ

プの採用数。 

既にタブレットＰＣを採用している全国小中学校の

うち、28.1％が iPad を採用しています。天塩町内で

は小中高がすべて iPad を採用しているので、進級・

進学後も同じタブレットＰＣで学習ができます。 

その２：iPhone と同じＯＳで、操作性がアップ。 

スマホを所有する本

校生徒のうち約９割が、

iPhone を利用してい

ると聞きます。iPhone

と iPad はいずれも

Apple 社製で、ＯＳも

ほぼ同じものですから、

新しく覚えることが少なくて済みます。操作に戸惑う

ことなく、授業に集中することができます 

 

 

 

 今年度より１学年については、地域学習に取り組む

ことになりました。4 月に天塩町長佐々木様の講話を

いただき、町の概要についての説明を受けました。続

いて郷土資料館の見学などを通して、天塩町の概要や

歴史、文化などを学習しました。生徒達は、説明を聞

くだけではなく iPad を活用して、メモや写真を撮り

ながらポイントを整理し、理解を深めていました。今

後は、天塩川河川公園フィールドワークを行い、天塩

川の自然や川口遺跡での縄文時代の生活について学び

ます。また、留萌振興局森林室天塩事務所の協力によ

り天塩町の森林についてお話をいただく予定です。 

 今後も天塩町をはじめ周辺地域について、様々な視

点から学びを深め、地域創生に向けた課題研究に取り

組んでいきます。 
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天塩高校における、ＧＩＧＡ

スクール構想への対応 


